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田
賦
整
理

第
五
十
三
春
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現
在
む
支
那
に
於
て
地
方
財
政
牧
入
の
最
主
要
税
説
を
在
す
も
の
は
、
国
賦
で
あ
る
。
試
み
に
民
閑
二
十
四
年
度
の
各
省
市
地
方

時
暗
算
概
入
表
に
つ
い
て
、
線
牧
入
中
間
賦
の
占
め
る
割
合
を
見
る
に
、
そ
れ
は
山
東
で
は
六
四
%
、
河
市
で
は
五
二
%
、
新
江
で
は

四
一
%
、
江
蘇
で
は
四
O
%
で

b
り
、
湖
北
の
八
%
を
最
少
と
す
る
。
問
腕
財
政
収
入
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
線
牧
入
巾
悶
賦
附
加
の
占

め
る
割
合
は
更
に
高
〈
、
山
東
作
牒
で
は
八
九
%
、
江
蘇
各
府
間
で
は
七
七
%
、
安
徽
各
燃
で
は
七
O
%
、
河
南
各
腕
で
は
六
七
%
と

な
っ
て
ゐ
る
。
之
に
よ
っ
て
支
那
地
方
財
政
中
、
回
賦
の
占
め
る
一
般
的
重
要
性
が
看
取
さ
れ
る
。

回
賦
は
ま
た
支
那
白
税
制
中
で
淵
源
の
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
積
品
川
河
も
最
も
多
い
。
そ
の
積
弊
の
重
要
な
る
も
の
は
岡

畝
の
路
漏
(
股
酷
)
で
あ
る
。
田
畝
の
隠
漏
が
多
け
れ
ば
、
財
政
収
入
は
必
宇
少
な
く
た
り
、
政
府
は
そ
の
財
政
を
維
持
す
る
潟
め
に

附
加
税
や
雑
摘
を
増
徴
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
同
あ
っ
て
糧
(
積
)
訟
費
者
は
、
安
閑
ム
一
し
で
暮
ら
せ
る
が
、
同
あ
っ
て
糧
あ
る
者
、
或

は
糧
あ
っ
て
問
た
き
者
の
負
捻
は
日
々
に
貫
く
在
る
を
売
れ
在
い
。
加
之
、
支
那
の
悶
賦
科
則
(
粒
さ
は
遠
い
土
日
か
ら
繕
承
さ
れ
て

ゐ
る
が
、
桑
問
治
海
白
鑓
に
よ
っ
て
、
昔
日
の
良
問
は
今
日
は
沙
地
と
化

L
、
今
日
肥
沃
の
田
畑
も
佐
時
は
不
毛
の
地
で
あ
っ
た
か

ら、

m加
の
負
捨
は
今
日
そ
の
均
衡
を
失
っ
て
ゐ
る
。
況
や
、
同
町
七
刊
の
冊
籍
(
一
吐
い
腕
)
が
概
ね
散
逸
し
て
ゐ
る
か
ら
、
徴
税
に
は
冊
書

(
土
地
誌
肢
の
管
理
人
)
引
手
を
借
ら
ず
る
を
何
十
、
之
に
よ
っ
て
飛
灘
説
寄
(
軸
余
を
他
戸
に
轄
嫁
す
る
〕
が
行
ほ
れ
、
人
民
の
負
拾
が
過
重

方願廷、整理地籍掴議(中園担問肝究、上)三凶六頁。， ) 



と
注
り
、
政
府
の
財
政
が
困
窮
し
、
ま
た
冊
書
に
よ
る
需
索
・
浮
牧
(
心
附
や
備
品
百
の
徴
牧
)
の
積
弊
を
も
件
ふ
。
議
に
田
賦
整
理
の
必

要
が
痛
感
さ
れ
る
。
査
し
問
賦
は
地
方
税
収
入
り
大
都
分
を
占
め
る
を
以
て
、
同
賦
の
整
理
に
よ
っ
て
積
極
的
に
税
収
の
情
加
を
闘

る
と
と
は
、
地
方
一
切
の
建
設
工
作
を
開
始
す
る
上
に
樹
め
で
肝
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
更
に
悶
賦
は
農
民
生
活
と
直
接
闘
係
が
あ
り

問
賦
制
度
の
良
7
h
H

は
農
民
生
前
に
影
響
す
る
庭
が
大
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
整
理
に
よ
っ
て
農
民
経
済
の
溌
展
を
闘
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
併
せ
て
田
賦
徴
収
に
伴
ム
各
種
の
積
弊
を
根
絶
す
る
と
と
が
肝
要
で
あ
る
。
而
し
て
同
賦
の
積
弊
は
、
地
時
晴
の
煉
る
と
こ
ろ

た
き
に
起
悶
ず
る
こ
と
が
大
で
あ
る
か
ら
、
地
籍
の
整
理
己
そ
は
、
同
賦
整
理
の
r
小
可
快
在
る
要
件
を
左
す
も
の
で
あ
る
。

今
日
一
般
に
支
那
?
行
は
れ
る
地
籍
の
整
理
陀
は
、
治
本
(
本
を
泊
め
る
)
正
治
撚
(
末
を
泊
め
る
)
の
雨
法
が
あ
る
。
前
者
の
治
本
十
刀

法
と
は
r
k

式
の
測
丈
(
測
量
)
主
意
味
す
る
も
の
で
、
之
に
は
賓
丈
(
筒
阻
測
量
)
と
清
丈
(
土
地
白
一
止
式
賀
湖
)
と
り
別
が
あ
り
、
ま
た
測
丈

は
共
の
方
決
の
如
何
に
よ
っ
て
人
工
測
量
と
航
空
測
量
と
に
分
か
た
れ
る
。
後
者
の
治
標
方
法
と
は
地
糎
へ
地
理
)
の
清
脊
を
意
・
味
す

の

る
も
の
で
、
之
に
は
土
地
陳
報
冒
と
坑
地
図
冊
の
編
浩
と
が
あ
る
。
と
の
土
地
陳
報
は
叫
蘇
省
、
止
等
勝
、
粛
服
、
安
徽
符
山
一
品
検
士
服
等
に

於
て
管
施
主
れ
で
成
功
を
収
め
た
方
法
に
し
て
、
乙
の
右
法
で
は
、
先
づ
勝
政
府
が
陳
報
革
(
申
報
書
)
を
各
国
郷
出
掛
公
所
に
交
付
し
、

公
所
か
ら
み
/
し
を
卜
地
構
利
者
に
配
布
し
て
、
之
に
所
定
白
事
項
を
記
入
さ
せ
、
之
に
封
し
で
郷
鎮
耕
事
庭
が
共
の
官
否
を
容
告
し
、

疑
義
あ
る
ん
一
雪
は
好
調
官
一
を
行
ム
。
陳
報
期
間
が
満
了
す
れ
ば
、
同
焼
事
庵
に
於
て
、
陳
報
草
主
集
計
、
整
理
し
、
戸
別
に
清
冊
を

編
造
上
て
牒
政
府
に
選
る
。
腕
で
は
徴
冊
を
泊
り
、
し
地
構
利
者
に
は
土
地
管
業
執
問
山
(
地
券
)
を
殻
給
し
て
、
地
轄
を
総
定
す
る
も

の
で
あ
る
。
後
者
の
低
地
問
冊
の
繍
法
方
法
で
は
、
草
臼
承
煩
(
奮
明
続
)
の
都
闘
を
車
位
と
し
て
、
卯
書
(
珊
曹
と
卯
簿
)
を
利
則
し
、
葺

耐
を
根
協
と
し
て
『
新
冊
を
斉
編
し
、
納
税
に
測
す
る
製
市
(
領
収
書
円
琵
行
)
白
線
嫁
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
新
冊
た
る
唯
地
問
冊

は
低
(
一
筆
地
)
を
以
て
同
単
位
と
し
、
配
別
忙
街
繍
ナ
る
も
の
で
あ
り
、
と
の
闘
聞
に
基
い
て
上
地
槽
利
者
に
土
地
管
業
一
誌
が
叩
世
田
給
せ

支
部
の
同
賦
義
理

第
五
十
三
春

二
六
五

博一一一部

七

前掲書、三四七頁。
情丈と査丈とは大小三角測量手積の有無によって分かれる。
間江省繭掛貴験廊、荷査地糧紀要(民国二十三年←一月)五頁。
，英寒竹、1-1..:宰蘭揺嗣貨噛豚整理岡賦的鯉過(汗血謹書、同賦問題研究、下)二
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ら
れ
る

06) 

主
調3
尻ぶ

同
賦
整
理

第
五
十
一
一
巻

ノミ、

一
一
六
六

第
=
-
親

か
く
地
籍
の
整
理
に
は
治
本
及
び
治
標
の
雨
方
法
が
あ
る
が
、
前
者
の
測
丈
に
は
多
大
白
経
費
と
時
日
止
を
要
す
る
を
以
て
、
念

速
に
は
行
は
れ
難
い
。
故
に
従
来
は
簡
便
に
し
て
且
つ
経
費
を
要
せ
ね
後
者
の
方
訟
た
る
L

し
地
陳
報
そ
り
他
が
多
〈
採
用
さ
れ
た
心

で
あ
る
。

こ
の
小
論
で
は
、
問
臥
祉
に
地
籍
の
整
理
に
闘
し
、
前
槙
の
方
法
た
る
地
恒
の
清
究
方
法
を
川
ゐ
て
成
功
を
収
め
た
祈
江
省
蘭
諮

賞
験
販
の
「
清
費
地
糧
」
を
問
題
と

L
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
と
思
ム
。

蘭
祭
賞
験
肺
柿
賞
事
者
は
財
政
を
整
理
す
る
に
は
回
以
の
整
理
を
措
い
て
他
に
途
な
き
も
り
と
し
て
、
曾
て
左
の
如
く
述
べ
た
。
剖

是
主
以
て
蘭
籍
賓
験
服
成
立
の
首
一
初
に
・
環
境
に
泊
台
す
る
一
の
施
政
方
針
を
決
定
し
た
o
己
の
方
針
は
光
づ
第
一
に
公
安

ち「の
整
理
に
闘
し
、
次
に
財
政
の
整
理
、
第
三
に
農
村
建
設
受
ぴ
教
育
に
従
事
す
る
こ
と
に
閲
す
る
。
財
政
整
理
に
附
し
て
は
、
勝
地

方
政
府
忙
就
い
て
言
へ
ば
、
必
ら
宇
田
賦
盤
的
よ
り
始
む
べ
き
で
あ
る
」
と
。
か
ぐ
主
張
し
た
所
以
は
、
地
籍
整
理
前
の
蘭
鋳
燃
に

於
て
は
、
歴
年
の
同
賦
の
賓
徴
数
は
位
に
三
割
に
過
ぎ
宇
、
問
賦
を
整
理
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
.
一
切
の
腕
政
建
設
は
之
を
望
み
得

め

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
繭
絡
で
は
旧
賦
は
徴
税
額
の
三
割
し
か
年
々
之
を
賓
徴
し
得
な
か
っ
た
所
以
は
、
如
何
在
る

積
弊
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。

蘭
絡
に
於
け
る
田
賦
の
積
弊
は
、
業
主
(
土
地
所
有
者
)
忙
闘
す
る
も
の
、
絞
徴
人
に
附
す
る
も
の
、
糧
植
(
牒
政
府
の
徴
枕
蕗
)
に
闘
す

る
も
の

tL-種
に
之
を
分
つ
こ
と
が
問
来
る
。

(1) 

業
十
七
方
面
に
闘
す
る
回
賦
の
積
弊

こ
れ
に
は
、
絶
戸
逃
己
、
故
意
り
抗
納
等
E
除
く
の
外
、
最
重
要
の
も
白
と
し
て
は
.

八一頁。
前摘、情査地橋紀要、六頁。
前摘、清査地積紀要、弁言、 頁。
前夜威、闘端克臨県系勝政建設的小貢献、情宜土地、整理同賦(地政月刊、l第

)
)
)
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(
イ
)
糧
(
枇
)
あ
っ
て
地
在
き
業
主
、
糧
多
〈
し
で
地
少
友
き
業
主
は
、
自
然
滞
納
の
意
士
山
主
持
つ
こ
と
L
な
る
が
、
加
籍
の
散
失
と

卯
簿
(
艇
徴
人
)
が
共
の
千
を
上
下
す
る
こ
と
L

に
よ
っ
て
、
や
は
り
「
有
糧
無
地
」
、
「
糧
事
地
少
」
の
現
象
が
起
り
、
此
等
業
主
の
負

権
が
不
公
平
と
た
る
ロ
そ
こ
で
彼
等
業
主
は
納
付
す
べ
き
同
賦
を
完
納
し
な
い
と
と
L
在
る
。
(
ロ
)
地
あ
っ
て
糧
泣
き
業
主
、
地
事

く
糧
少
な
き
業
主
は
、
旧
賦
を
漏
逸
す
る
意
を
抗
つ
こ
と
t
h

在
る
が
、
之
も
冊
籍
の
散
失
と
卯
簿
が
共
の
子
主
上
下
す
る
と
と
L

に

よ
っ
て
、
脱
税
を
続
け
る
。
(
ハ
)
本
牒
の
業
主
中
に
は
一
筆
乃
至
五
筆
地
を
有
す
る
に
過
ぎ
な
い
小
戸
(
小
地
主
)
が
二
分
の
一
を
占

め
る
が
、
彼
等
が
勝
城
に
赴
い
て
少
傾
の
同
賦
を
完
納
す
る
に
は
費
用
が
か
L
る
か
ら
、
白
然
に
完
納
を
怠
る
。
(
一
一
)
繭
籍
に
は
公

産
、
合
産
、
記
産
、
廟
産
に
属
す
る
土
地
が
多
い
が
、
此
種
の
土
地
で
は
田
賦
納
入
の
責
任
を
負
ふ
者
が
な
い
か

h・
出
賦
は
完
納

さ
れ
た
い
。
(
ホ
)
蘭
絡
の
田
地
の
二
分
白
一
は
、
大
皮
小
皮
の
闘
係
に
あ
る
。
ド
ヘ
皮
は
業
主
、
小
皮
は
二
植
の
一
点
仙
樫
(
永
小
作
構
)

一
行
同
に
は
穀
約
七
八
百
斤
の
収
穫
が
あ
る
が
、
大
皮
の
得
る
地
代
は
百
五
十
斤
乃
主
二
百
斤
で
あ
る
。
然
る
に
前
江
省

の
育
施
し
た
二
五
減
税
の
影
響
P
受
け
て
、
大
皮
の
得
る
地
代
は
百
十
斤
乃
五
百
二
一
11
斤
に
引
下
げ
ら
れ
た
。
官
時
毎
百
斤
の
穀
債

で
あ
る
。

は
二
花
後
、
然
る
に
毎
一
石
田
(
ニ
畝
牛
)
の
負
推
す
る
田
賦
額
は
一
一
I
b
十
で
あ
右
か
ら
、

[
へ
皮
は
負
捲
白
過
苧
一
か
ら
回
賦
を
完
納
し

得
な
い
。

(~) 

卯
簿
に
属
す
る
田
賦
の
積
弊

一
岡
六
百
冗
の
代
慣
が
得

卯
簿
は
世
襲
的
で
あ
る
が
、
そ
の
権
利
を
他
人
に
譲
波
す
れ
ば
、

ら
れ
る

G

六
百
元
の
代
債
を
月
利
二
分
を
以
て
計
算
す
れ
ば
、
そ
の
利
息
は
年
に
約
百
五
十
一
花
と
在
る
。
然
る
に
一
人
の
卯
簿
が
毎

年
得
る
と
己
ろ
白
柾
牧
(
徴
軸
)
公
費
は
僅
に
三
十
一
冗
忙
過
ぎ
た
い
。
認
に
於
て
、
卯
簿
は
自
然
財
を
生
む
詮
を
考
案
す
る
こ
と
、
友

る
。
(
イ
)
卯
簿
の
積
弊
の
第
一
は
飛
組
問
諸
守
で
あ
る
。
蘭
絡
の
冊
籍
は
既
に
早
く
散
欠
し
、
閏
賦
徴
牧
の
詮
械
と
し
で
は
司
卯
簿
の

有
す
る
胡
塗
隈
(
暖
昧
な
帳
簿
)
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
世
襲
又
は
譲
受
の
卯
簿
が
十
八
月
公
正
に
虚
現
し
で
も
錯
誤
あ
る
を
免
れ
な
い
。

主
那
白
岡
賦
事
理

第
五
十
己
巷

六
七

曹
三
斑

九

二審第六期、民岡二十三年六月)八七五頁。
此揮の土地の管理は官員内輪年制によるものが多u・が、そ白耽入を以て同賦
を完納ナるものは百にーをも見ない有相そである。
小1'1判二割王分引下政策。

9) 

.0) 



支
部
白
同
賦
整
理

第
五
十
コ
一
巻

六
ハ、

O 

第
三
焼

然
る
に
卯
簿
の
う
ち
に
は
納
税
者
か
ら
賄
賂
を
貰
っ
て
、
北
(
の
税
金
主
第
三
者
に
鞠
嫁
す
る
も
白
も
あ
る
。
攻
に
向
叩
簿
の
獲
財
の
機

合
が
あ
る
。
(
ロ
)
蘭
絡
で
は
回
賦
の
冊
中
(
徴
就
珪
帳
、
領
牧
誰
)
今
一
卯
符
の
一
手
に
包
耕
(
請
負
き
吐
し
め
る
り
み
た
ら
や
、
悶
賦
の

徴
収
を
も
卯
簿
に
一
任
す
る
。
そ
れ
は
勝
政
府
で
は
、
何
人
が
同
賦
を
完
納
し
た
か
、
ま
た
悶
賦
の
完
納
入
が
何
庭
ド
居
住
す
る
か

を
知
る
術
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
梨
串
や
徴
税
に
は
卯
符
を
利
川
せ
ざ
る
を
得
た
い
と
と
i
h

友
る
。
卯
簿
は
こ
の
機
舎
を
捉

へ
て
、
浮
収
需
来
を
行
ふ
。
(
ハ
)
卯
簿
は
問
賦
を
徴
収
す
る
も
、
植
(
鯨
の
叫
協
和
島
)
に
交
制
し
た
い
で
、
中
飽
(
不
正
な
コ
シ
さ
ヴ
シ
ヨ

シ
と
り
)
を
在
し
、
或
は
徴
税
令
一
を
一
時
流
用
し
て
利
息
を
稼
ぐ
と
と
も
あ
る
。
(
一
一
)
卯
待
が
徴
税
す
る
も
、
出
(
領
壮
語
)
を
交
付
し

な
い
と
と
が
あ
る
。
蘭
動
現
在
の
耕
法
に
上
れ
ば
、

一
戸
一
串
を
原
則
と
し
、
'
之
を
分
割
し
得
た
い
が
、
卯
務
の
用
ゐ
る
妙
法
は
、

期
を
分
っ
て
牧
款
(
枕
金
を
牧
納
ナ
乏
し
、
給
巾
は
一
間
だ
け
し
か
行
は
た
い
↑
刀
法
で
あ
り
、
印
。
り
卯
簿
は
機
舎
を
利
川

L
て
、
尾
数

(
端
数
)
を
残
し
て
世
吉
、
強
ひ
て
給
巾
し
た
い
。
甚
だ
し
き
に
去
っ
て
は
、
業
主
T
C
勾
通
(
グ
ル
に
な
る
)
し
て
岩
十
白
報
酬
を
私
納

L

て
、
限
市
を
返
納
し
、
託
貯
て
絶
戸
逃
亡
と
た
し
、
従
っ
て
徴
砥

L
得
た
い
と
主
張
す
る
。

(3) 

糧
備
方
面
の
田
賦
積
弊

卯
簿
の
積
弊
と
殆
E
同
様
で
あ
る
。
{
イ
)
蘭
絡
の
同
賦
は
大
部
分
制
下
吊
し
て
徴
牧
を
た
す
が
亙
少

放
心
業
主
は
植
に
赴
い
て
納
税
す
る
向
封
投
楢

D
b訟
を
選
ぶ
。
廿
収
に
於
て
糧
慣
は
往
々
に
し
℃
各
種
の
額
外
一
青
采
を
友

L
、
(
ロ
)

徴
税
し
て
帳
簿
に
記
入
せ
歩
、
(
ハ
)
或
は
徴
枕
し
て
給
・
山
中
せ
宇
、
(
ニ
)
ま
た
問
賦
総
見
(
克
除
)
の
令
に
接
す
る
も
、
高
に
照
し
て
徴

牧
し
、
私
混
を
刷
肥
や
す
も
む
も
あ
る
U

蘭
耽
相
白
谷
部
附
に
は
卯
簿
の
外
に
向
ほ
附
書
が
あ
る
。
蘭
白
は
同
治
の
消
賦
に
際
し
、
件
闘
を
し
て
常
事
を
選
曲
帯
し
て
之
を
鱗
理

せ
し
め
た
。
各
董
事
の
多
〈
は
有
識
公
正
白
土
紳
で
あ
っ
た
が
、
彼
等
を
し
て
各
闘
の
魚
鱗
冊
(
土
地
主
帳
)
を
編
浩
せ
し
め
た
。
首

時
政
府
の
終
費
が
乏

L
か
っ
た
か
ら
、
各
査
事
を
し
て
白
川
鱗
開
編
浩
白
費
用
を
募
集
叉
は
立
替
へ
し
め
た
。
而
し
て
各
岡
法
成
の
魚

決楊の冒Lのため、同日、1は"}tt:股し、地籍語、素観い政府の積牧が蹴減Lた。そこ
で同泊年聞に清賦(回賦整理)が行はれることミなったが、人民の同賦納付に
1史するため、各都固に一人宛の卯簿を置いて、徴1ftに叫;ら L品た。之を卯簿
ω鳴矢とする。



一
部
は
各
部
闘
白
鱗
冊
編
造
成
績
の
優
良
な
る
章
一
事
に
之
を
掌
管
せ
し
め
、
政
府
は
共
の

蛍
事
を
附
喜
(
無
給
の
)
に
任
命
し
、
各
都
闘
に
於
け
る

U

工
地
糾
紛
の
訓
停
、
土
地
の
移
陣
、
推
牧
(
納
柱
義
務
者
の
移
動
)
、
過
戸
(
公
簿
I

鱗
冊
は
一
部
は
之
主
将
に
保
台
せ
る
も
、

の
名
義
書
替
)
等
に
附
す
る
事
務

E
司
ら
し
め
、
彼
等
を
殿
督
ず
る
た
め
清
賦
肋
を
設
け
た
。
然
る
に
時
代
の
地
位
還
に
件
ひ
、
前
賦
日

が
陵
止
さ
れ
、
冊
普
に
到
す
る
政
府
の
世
川
容
は
従
っ
て
疎
遠
と
左
り
、
ま
た
厩
保
管
心
鱗
加
も
散
失
す
る
こ
と
t
A

な
っ
た
。
誌
に
於

℃
加
害
は
之
を
奇
貨
と
し
て
、
人
民
の
准
牧
や
過
戸
↓
水
糧
に
際
し
不
首
の
車
問
索
を
敢
て
す
る
に
ゼ
っ
た
。

安
之
、
閣
諮
問
刷
に
於
け
る
田
賦
の
素
飢
は
、
ん
閉
山
鱗
冊
や
そ
の
↑
他
徴
慢
冊
の
散
止
へ
に
よ
っ
て
、
地
籍
が
協
め
て
不
明
刊
と
在
っ
た
こ

と
忙
、
十
七
と
し
て
起
閉
す
る
も
の
と
部
ム
ペ
斉
一
で
あ
る
c

繭
薪
貫
験
町
制
に
於
け
る
同
賦
枕
に
地
籍
の
整
理
は
、
「
清
査
地
糧
」
の
右
法
に
よ
っ
て
成
功
を
牧
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
己
心
方
訟

の
一
特
徴
は
、
山
卯
書
を
利
用
し
て
書
冊
を
整
到
し
た
矯
め
に
、
能
く
事
宇
に
し
て
功
を
惜
し
た
る
こ
と
、
同
問
推
牧
制
度
を
同
時
に
確

立
し
た
潟
め
に
、
工
作
進
行
中
と
雄
も
、
土
地
移
怖
や
戸
厄
推
牧
(
納
挽
義
務
者
の
名
義
書
換
)
に
素
飢
を
生
ぜ
し
め
な
か
っ
た
こ
と
、

同
r

斗
」
地
情
賓
と
回
賦
整
理
と
を
同
時
に
賓
施
し
た
た
め
、
新
奮
制
度
の
更
替
に
際
し
、
特
別
白
困
難
が
起
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
三
鞘

に
あ
る
。
而
し
て
共
の
賓
施
し
た
「
清
費
地
糧
し
は
之
を
三
期
に
分
か
っ
て
設
問
す
る
を
便
宜
と
す
る
。

第
一
期
心
事
業
と
し
で
は
、
(
一
)
品
川
安
地
糧
に
必
要
在
る
機
闘
の
設
立
、
(
一
〉
冊
替
の
驚
記
、
(
三
)
魚
鱗
加
の

第
一
期
心
事
業

補
金
主
z事
げ
る
こ
と
が
出
来
品
。

荷
査
機
関
の
設
立

先
づ
本
燃
の
地
腹
清
査
及
び
土
地
移
仰
の
推
収
(
名
義
書
換
)
に
便
す
る
た
め
に
、
「
土
地
移
輔
推
収
庭
」

(
推
牧
島
と
簡
稲
す
)
を
設
立
し
、
師
胴
長
自
指
揮
山
監
督
白
下
に
、
杢
府
開
白
地
問
問
(
地
糧
)
を
鱗
理
し
、
全
勝
目
推
牧
草
務
を
庭
迎
す
る
。
本

支
那
丹
田
賦
整
理

第
五
十
三
容

/、
九

第

鵠

胡次成、前掲論文、八七七頁乃至凡八OJ:-to

前掲、情査地主量紀要、一六頁。
前掲、荷査地栂粗宴、八頁。

日)
I3) 
I4) 



支
那
白
岡
賦
整
理

第
五
十
三
容

策

提

-e; 
O 

庭
に
は
主
任
一
人
、
助
班
員
二
人
乃
至
五
人
、
書
記
及
び
推
牧
民
各
若
干
人
を
置
〈
。
ま
た
必
要
に
肱
じ
各
国
に
分
庭
を
設
主

L
得

る
。
と
の
推
牧
市
屈
の
職
責
事
項
は
、
(
イ
一
一
地
恨
の
推
牧
、
(
ロ
)
地
恨
の
清
査
、
(
ハ
)
極
地
師
戸
冊
の
編
治
、
(
一
↑
)
土
地
管
業
詮
の

強
給
、
(
ホ
)
地
脹
糾
紛
の
調
停
、
(
へ
)
卜
一
地
附
設
の
保
管
整
理
、
(
ト
)
徴
横
附
の
編
造
、
(
チ
)
官
契
紙
白
経
質
、
(
リ
)
共
の
他
地
穏

に
闘
す
る
事
項
等
で
あ
る
。

倫
ほ
推
牧
庭
に
「
頒
竣
土
坤
管
業
詮
燐
事
庭
」
を
附
設
し
、
主
任
一
人
、
事
務
員
、
指
導
員
及
び
書
記
各
若
干
人
を
置
昔
、
ま
た

必
要
に
際
じ
て
、
本
庭
に
組
、
班
を
設
け
て
事
務
主
庭
現
せ
し
め
る
。
本
底
の
臓
樫
に
属
す
る
事
項
は
、
(
イ
)
土
地
管
業
詮
の
頒
護

め

(
川
)
土
地
糾
紛
の
調
停
、
(
一
こ
失
根
地
訟
の
軟
ら
な
い
土
地
)
、
溢
管
地
面
少
〈
地
多
き
も
の
)
の
升
課

(
ロ
)
土
地
管
業
詮
の
改
換
、

(
探
検
)
、
(
ホ
)
士
地
の
分
割
及
び
丈
量
、
(
ご
土
地
管
業
詮
宇
片
(
カ

1
5
の
整
漉
及
び
申
請
書
心
保
旬
、
其
の
他
管
業
詮
に
闘
す
る

も
白
等
之
で
あ
る
ロ

更
に
土
地
に
闘
す
る
紛
議
を
調
停
す
る
た
め
に
-
土
地
糾
紛
調
僻
委
員
脅
し
を
設
置
し
た
。
印
ち
此
の
委
員
舎
は
三
段
制
と

L
、

お
づ
「
郷
銭
土
地
糾
紛
調
解
委
員
合
」
の
構
成
は
郷
鎮
一
長
、
副
長
、
該
郷
鎮
の
冊
普
及
び
卯
簿
を
首
然
委
員
と
し
、
外
に
茂
地
白
土
地

事
情
を
熟
知
せ
る
金
正

k
紳
の
中
よ
り
聴
任
せ
る
二
人
、
或
は
三
人
の
委
員
を
以
て
す
る
。
次
に
各
匝
郷
銭
長
の
聯
合
に
よ
っ
て
、

一
回
土
地
糾
紛
調
僻
委
員
合
」
宇
組
織
し
、
常
務
委
員
三
人
或
は
五
人
を
互
選
す
る
。
更
に
共
の
上
に
「
勝
士
地
糾
紛
調
解
委
員
舎
」
主

将
政
府
内
に
設
置
す
る
。

己
の
蘭
鋳
に
於
け
る
清
賓

一i
符
臨
時
収
件
組

1
頒
従
I
地
神
業
し

話

柑

刑

事

島

」

l
奇
臨
時
幾
件
組

つ
!
士
地
替
特
推
牧
島
一

鯨
政
府
一
各
別
措
枚
分
車
一
填
語
、
校
樹
、
鈎
髄
、
升
伴
、
品
開
務
各
組

一
勝
土
地
糾
静
匝
土
地
紛
糾
榔
鎚
i
地
紛
糾

前
解
委
員
合
!
制
解
委
員
曾

l
調
牌
委
員
宮

機
関
の
系
統
は

F
の
如
く
で

あ
る
ロ

戸を以て坦( 筆白地をいふ)を領する蜘の意味に Lて、弁戸所領の各止を各
戸白下に坦を分って列車せる土地長幌をい~i，o
溢額地、浮多地とも稽せられる。
前掲、荷査地極紀要、 一七頁乃豆一二三頁。

'5) 

'6) 
'7) 



冊
骨
盲
目
登
記

蘭
鋳
燃
は
農
村
経
済
の
困
窮
に
鑑
み
、
士
地
帯
存
一
に
よ
っ
て
人
民
の
負
擦
を
加
章
一
せ
し
め
た
い
鴻
め
に
、
住
円

れ
の
土
地
加
籍
を
利
用
し
て
、
整
理
を
卯
へ
た
。
併
し
此
事
を
庭
現
す
る
前
提
と
し
て
、
全
勝
に
あ
る
数
百
の
冊
止
白
砂
仁
て
協
力
せ

し
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
悲
に
於
て
豚
政
府
は
九
百
腕
柿
心
冊
訟
を
調
交
し
て
之
主
登
記
せ
し
め
る
こ
と
与
し
た
ロ
然
る
に
従
来

蘭
邑
の
各
都
悶
の
加
害
は
、
昨
年
推
牧
渦
戸
を
底
理
し
一
一
私
収
を
た
し
、
政
府
は
之
に
剥
し
て
干
沙
を
加
へ
な
か
っ
た
か
ら
、
会
牒

に
冊
宝
田
が
幾
人
ゐ
る
か
、
そ
の
姓
名
住
所
の
如
何
は
政
府
に
は
判
明
し
た
か
っ
た
。
ま
た
冊
書
も
我
記
に
よ
っ
て
、
従
来
の
如
く
私

川
刊
を
縫
け
得
左
い
こ
と
、
な
る
の
を
恐
れ
て
、
段
て
日
か
ら
進
ん
で
山
中
一
月
を
し
左
か
っ
た
。
作
砲
に
於
て
勝
政
府
は
情
豊
田
を
調
貸
す
る

た
め
、
次
の
四
万
法
を
順
次
採
用
し
た
。

(1) 

従
来
冊
書
と
卯
簿
と
は
挽
牧
湖
去
を
共
同
庭
現
し
、
そ
の
関
係
が
楕
接
で
あ
り
、
各
都
岡
の
卯
持
は
所
管
部
嗣
内
の
冊
書
を

知
県
ぶ
し
て
ゐ
た
か
ら
、
止
ん
づ
第
一
場
と
し
て
卯
簿
に
命
じ
て
、
冊
童
日
を
調
賓
せ
し
め
、
制
賓
友
を
交
付
し
て
討
入
せ
し
め
た
が
、
不

成
践
に
終
っ
た
。
叩

巾
ー
に
各
国
の
一
匝
民
に
調
資
去
を
交
付
し
て
冊
虫
目
白
姓
名
、
仕
出
川
、
所
管
部
闘
を
記
入
せ
し
め
た
が
、
僅
に
二

隔
が
岡
泣
け
し
た
る
の
み
で
あ
っ
た
。
明

削
悶
の
央
敗
後
、
今
岡
は
直
接
各
郷
鎮
長
に
命
じ
て
、
調
符
一
表
に
記
入
せ
し
め
た
が
、
之

も
不
成
績
で
あ
っ
た
。
油

回
収
後
忙
腕
政
府
よ
り
啓
宵
を
ほ
遣
し
て
、
な
廿
郷
鎮
長
立
合
の
上
、
郷
毎
に
加
者
を
調
脊
一
記
入
し
、
各
郷

鎮
長
の
署
名
捺
印
を
求
め
て
正
献
を
閉
し
た
。
こ
の
方
法
で
約
一
ヶ
月
を
経
一
し
、
全
焼
各
都
聞
の
巾
害
調
脊
一
を
完
了
し
た
。

か
く
し
て
卒
腕
十
坊
、
三
十
五
都
、
百
四
十
九
閥
、
冊
書
り
憾
計
は
三
百

O
=
一
人
で
あ
る
と
判
明

L
、
そ
の
資
記
を
完
了
し
た
。

こ
の
設
記
完
了
後
、
冊
需
の
名
を
改
め
て
、
推
牧
員
と
な
し
、
各
推
牧
民
を
し
て
一
院
づ
、
主
管
掌
せ
し
め
る
E
と

i
h
L、
従
来
白

如
き
不
正
行
駕
を
な
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
般
命
し
、
政
府
は
礎
部
を
励
行
す
る
己
と
L

し
た
。
二
十
二
年
十
二
月
末
に
之
を
完
了

一
し
た
。

支
那

ω
田
賦
整
担

第
五
十
=
一
審

七

第
= 
苦闘

と白骨記に記載すぺき事項は、加害の1E名、良質抗名、年齢、職業、履躍、
所管都問、所背魚鱗加数、所掌師戸珊殿、 f士主上、誼訊島(誼信施)等であるc

前掲、荷査地崎紀要、一二凶頁乃三重一四O頁。

.8) 

'9) 
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p， 

) 

魚
鱗
冊
の
術
活

冊
書
白
調
査
驚
記
完
了
後
、
魚
鱗
冊
白
補
池
に
着
手
し
た
の
蘭
邑
は
前
清
悶
治
年
間
に
十
徐
年
の
時
日

を
費
し
て
魚
鱗
冊
一
部
を
新
に
編
泊
し
た
。
計
九
宝
腕
共
編
十
坊
、
一
二
十
五
都
、
百
四
十
九
閥
、
法
成
し
た
鱗
品
川
は
八
百
八
十
九
本
に

上
っ
た
。
而
し
て
造
成
し
た
鱗
冊
の
一
一
部
は
之
を
肱
に
保
存
し
、

一
部
は
各
部
制
の
冊
書
に
之
を
掌
管
せ
し
め
た
。
こ
の
程
の
鱗
冊

は
今
日
の
所
謂
坂
MM戸
の
ゴ
地
清
冊
(
地
段
を
登
録
の
主
幽
と
し
で
闘
係
権
利
者
を
附
記
す
る
土
地
譲
帳
)
と
大
関
同
様
で
、
何
冊
の
妊
(
一
筆

地
)
に
は
、

各
々
闘
あ
り
、
戸
名
あ
り
、
字
放
あ
り
、
四
一
全
あ
り
、
畝
分
あ
り
、
地
別
あ
り
、
等
則
が
あ
る
。
併
し
業
正
に
務
官
民
あ

る
も
、
冊
上
の
戸
名
は
葎
の
ま
主
で
あ
る
か
ら
、
設
協
と
す
る
に
足
ら
友
い
。
但
し
土
地
の
坐
落
、
四
主
は
も
と
の
ま
i
h

で
あ
る
か

ら
、
民
間
に
土
地
紛
争
が
起
れ
ば
、
鱗
冊
心
政
す
る
所
を
以
て
誇
械
と
す
る
に
足
る
。
放
に
之
を
趨
wr
品
に
整
理
す
る
な
ら
ば
、
良
い

参
考
資
料
た
る
こ
と
を
欠
は
た
い
。
然
る
に
清
献
は
加
の
廃
止
以
来
、
年
久
し
う
し
て
勝
保
符
の
鱗
冊
に
は
散
失
せ
る
も
の
が
多
く
な

っ
た
。然

る
に
各
都
岡
心
掌
管
し
て
ゐ
る
鱗
冊
に
は
、
散
失
せ
る
も
の
が
少
た
く
、
偲
令
一
部
分
の
散
失
あ
る
も
、
冊
蓄
の
有
す
る
草
冊

や
共
他
の
帳
簿
で
之
を
楠
ふ
と
と
が
州
来
る
か
ら
、
各
都
闘
冊
害
心
所
静
岡
に
局
す
る
鱗
冊
を
集
め
亡
之
を
楠
迭
す
る
と
と
に
方
針
を

決
定
し
た
。
然
る
に
情
書
の
所
管
す
る
鱗
冊
は
、
払
川
も
私
庄
の
如
〈
之
を
秘
蔵
し
、

一
般
民
衆
に
し
て
共
の
者
問
主
語
ふ
者
に
針

L

て
は
、
数
角
(
般
'γ

四
割
)
乃
至
数
元
自
宗
費
を
製
求
し
て
ゐ
た
。
今
、
政
府
上
り
鱗
怖
の
提
出
を
命
ぜ
ら
れ
た
紋
等
は
、
之
を
以
て
波

牧
せ
ら
る
i
h

も
の
L
如
く
有
へ
、
本
易
に
其
の
命
に
服
し
な
か
っ
た
。
ま
た
加
害
所
管
白
鱗
冊
は
、
年
代
を
経
た
も
の
で
、
ま
た
管

叫
品
刊
も
頻
々
更
接
し
て
ゐ
る
か
ら
、
字
跡
も
股
昧
で
る
り
、
一
階
披
も
多
く
、
そ
の
抄
認
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。

汁
唱
に
於
て
服
政
府
は
融
当
日
官
を
派
遣
し
て
鱗
冊
を
提
出
せ
し
め
、
ま
た
各
冊
書
に
共
の
鱗
冊
を
携
へ
て
鯨
府

ι出
頭
す
る
こ
と
を
命

と
た
。
而
し
て
書
冊
の
提
出
し
た
鱗
冊
は
、
暫
時
間
材
に
併
用
し
て
困
難
を
目
し
て
之
を
抄
馬
し
、
拘
束
の
期
日
に
正
確
に
一
返
還
し
た



か
ら
、
弐
弟
に
知
書
も
安
心
し
て
、
欣
然
と
し
て
牒
政
府
に
鱗
冊
を
提
出
す
る
こ
と
、
怒
っ
仕
。
か
く
て
二
十
三
年
一
月
末
迄
に
、

白

4

全
附
肺
の
魚
鱗
附
八
百
二
十
本
心
柿
誌
を
完
了
し
た
。

四

第
二
期
白
事
業

第
二
期
心
事
業
は
、
(
一
)
配
地
師
戸
冊
の
編
迭
と
(
二
)
搾
収
制
度
の
確
立
と
で
あ
る
。

低
地
師
戸
川
山
の
編
治

魚
鱗
冊
補
遣
の
完
了
に
よ
う
て
、
土
地
の
坐
落
、
四
五
は
既
に
考
査
さ
れ
た
が
、
析
し
各
雌
地
業

主
の
承
糠
戸
名
(
納
鞍
戸
名
)
が
寅
際
と
符
合
し
た
い
も
の
が
多
〈
、
良
寛
姓
名
も
更
に
記
放
さ
れ
て
ゐ
な
い
か
ら
、
間
賦
を
改
革
せ

〈
荘
=

ん
と
す
る
も
若
手
出
来
た
い
。
そ
と
で
原
定
計
護
に
閉
山
し
て
、
各
膏
都
闘
の
駈
地
師
戸
冊
を
締
法
し
、
戸
主
以
て
析
を
制

L
、
同
時

に
各
戸
の
領
す
る
(
所
有
す
る
)
と
と
ろ
の
各
低
を
、
各
戸
白
下
に
川
に
分
つ
一
し
列
鼎

L
、
叫
止
を
し
て
戸
を
倒
せ
し
め
、
戸
が
耐
を
卸

す
る
妓
尽
を
紫
有
せ
し
め
る
と
と
、

L
台
。
蛇
に
悶
在
の
業
主
の
買
寅
姓
名
、
住
所
を
訓
在
し
て
、
一
地
」
、
「
糠
」
、
「
名
」
の
三
者
を

割
問
…
せ
し
め
て
、
徴
枕
に
便
す
る
と
と
t
h

し
た
。
+
叫
に
抵
地
師
戸
柵
締
法
の
趣
旨
を
県
ぐ
れ
ば
充
匂
如
く
で
あ
る
。

(1) 

開
承
渡
戸
名
(
糧
加
上
の
納
租
義
務
者
)
を
綱
1

「
し
、
原
繍
A

一
子
山
肌
(
鱗
加
上
の
字
続
)
を
緯
ム
」
し
、
各
戸
白
所
有
土
地
は
、
之
を
駈
毎

ι附
記
し
て
、
藷
有
の
糠
額
と
針
附
す
る
に
使
せ

L
め
る
。
世
に
業
主
の
良
質
姓
名
、
住
所
、
土
地
の
坐
落
(
該
地
目
所
在
小
地
名
)
司

地
別
(
地
目
、
印
私
自
、
地
、
山
、
婚
の
別
)
、
畝
分
(
面
積
)
、
等
則
(
上
中
下
の
一
等
級
)
、
毎
畝
の
科
則
(
続
車
)
、
上
下
期
正
附
税
制
制
、
現
在
の

寄
帽
催
都
闘
(
本
隔
で
土
地
を
所
有
し
他
麻
で
納
枇
す
る
場
合
の
都
岡
名
)
等
を
記
載
し
て
、
士
地
の
分
配
欣
況
を
明
に
し
、
推
牧
過
戸
、
産
権

む
確
定
、
賦
税
の
徴
収
に
劃
す
る
誇
燐
と
す
る
。

(2) 

各
土
地
は
共
白
本
剛
(
そ
の
所
属
白
岡
)
に
よ
っ
て
治
冊

L
、
以
て
「
瓶
一
千
眼
士
」
(
棋
あ
っ
て
地
な
き
も
の
)
、
「
士
一
小
↓
京
極
」
{
地
あ
っ

て
快
な
き
も
の
)
、
祉
に
飛
躍
読
寄
の
積
弊

E
除
去
し
て
、
地
と
根
と
を
完
全
に
符
合
せ
し
め
る
。

支
部
自
国
賦
整
理

第
五
十
一
一
T
笹

-~二

第

掠

王ζ

20) 前掲、清査地種相要、ー凹ー頁乃至一四四頁。
註一 戸を以て坦を領する主は、戸を主睡主 Lて其由所有にか Lる柾を附記する

ことをν、~、。

涯をして戸を領せ Lめるとは、塩を登録白主樟ξL、証を所有する戸を附註二



支
那
の
田
賦
整
理

第
五
十
三
春

第

競

ノ、

七
四

(31 

卯
宣
同
白
管
掌
す
る
冊
が
自
然
無
用
に
腕
す
る
か
ら
、
推
収
及
び
征
牧
上
の
茂
弊
や
附
規
(
賄
崎
)
が
排
除
さ
れ
る
。

(4) 

煩
あ
っ
て
地
な
き
も
の
、
地
る
っ
て
糠
友
苦
も
白
を
、
別
々
に
北
京
出
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
諮
克
(
克
枕
)
、
升
楠
(
課
税
)
を
行
つ

て
、
人
民
D
負
檎
の
不
均
衡
を
軽
減
す
る
こ
と
之
で
あ
る
。

己
の
坂
地
師
戸
冊
の
編
迭
に
際
し
で
は
、
先
づ
各
都
聞
の
冊
書
を
し
て
所
定
の
皿
刊
紙
陀
前
記
の
諸
事
項
を
調
賓
記
入
せ
し
め
た
。

之
を
草
川
凶
と
言
ふ
ロ
之
を
勝
政
府
に
集
め
て
更
に
校
五
被
算
を
加
へ
、
刑
聞
を
編
治
し
て
J
J
地
清
冊
を
完
備
し
た
。
而
し
て
芋
冊
の

編
迭
に
開
削
し
て
は
、
政
府
に
於
て
草
惜
の
形
式
を
山
止
め
、
冊
紙
を
印
刷
し
て
冊
書
比
交
付
し
、
ま
た
編
法
規
則
を
制
定
し
、
彼
等
を

召
集
し
て
繍
浩
に
闘
す
る
注
意
を
阻
(
へ
、
そ
の
編
也
に
際
し
で
は
、
紙
張
、
筆
墨
を
支
給
し
、
士
た
相
首
の
薪
資
(
手
常
)
を
も
輿
へ

た
。
ま
も
円
属
政
府
に
土
地
移
特
推
収
庭
を
設
け
、
各
地
に
四
ケ
所
む
八
刀
底
を
置
き
、
冊
書
の
持
母
叩
凶
日
替
に
常
り
、
指
導
目
、
巡
旭
替

促
員
を
設
け
て
、
冊
書
を
巡
岡
、
容
促
、
指
導
せ
し
め
た
。
而
し
て
編
浩
の
過
粍
中
に
於
て
、
推
収
分
慮
は
所
管
内
の
耐
蓄
の
記
入

し
た
卒
冊
に
整
理
、
検
査
、
校
正
、
接
訂
を
加
へ
、
推
牧
網
庭
へ
返
る
。
綿
鹿
で
は
草
怖
の
記
載
事
項
を
覆
蔵
(
再
剖
査
)
し
て
、
設

が
な
け
れ
ば
一
般
に
公
告
す
る
。
草
冊
中
に
設
を
竣
見
し
た
る
利
害
関
係
者
。
あ
る
時
は
、
錯
誤
D
更

E
E申
請
す
る
己
と
が
川
来

る。
己
の
玩
地
腕
戸
附
の
編
遣
に
は
一
高
一
千
徐
一
万
を
費
L
、
二
十
三
年
三
月
末
に
完
成
し
た
。
と
白
清
査
後
は
旺
に
按
じ
て
型
山
中
し

畝
を
以
て
計
税
し
、

J

地
」
、
「
根
」
、
「
人
」
の
二
一
者
を
劉
附
し
得
る
か
ら
、
凹
賦
の
一
附
課
・
徴
牧
は
極
め
て
明
確
正
取
っ
た
。
一
印
し
て

編
迭
の
結
目
前
、
計
全
焼
十
坊
、
三
十
五
都
、
同
四
十
九
閥
、
法
成
の
新
冊
は
千
二
百
六
十
三
本
、
八
十
一
高
千
七
十
四
世
続
、
十
二

高
六

f
一
戸
、
全
勝
白
問
地
山
塘
合
計
は
百
十
七
甚
八
千
七
十
九
畝
と
な
り
、
魚
鱗
冊
所
載
。
畝
故
比
較
ら
べ
、
二
高
六
千
百
七
十

一
畝
の
吟
加
を
丸
た
ロ

。。
ふ
頁

行
五

も
二

を
一

査
車

問
問

貫
一て八

L
一

。
浪
、

ふ
を
要

い
員
胞

を
は
椴

と
に
地

と
告
査

る
場
海

ず
な
、

記
要
調

品
前

21) 

22) 



推
収
制
度
の
確
立

費
買
、
相
続
そ
白
他
に
よ
っ
て
、
土
地
の
移
輔
が
日
々
行
は
れ
る
か
ら
、
推
牧
制
度
を
確
立
し
て
上

地
裏
帳
仁
の
名
義
書
換
を
正
確
に
賓
施
し
怠
け
れ
ば
、
土
地
遺
恨
の
正
確
を
維
持
す
る
を
得
友
い
。
従
来
繭
己
で
は
冊
書
と
卯
簿
と
が

乙
の
戸
緩
む
推
牧
を
司
り
、
多
く
白
積
弊
を
生
ん
だ
も
む
で
あ
る
。
併
L
繭
リ
巴
会
燃
に
は
合
計
一
↓
一
百
七
十
九
人
の
卯
書
(
珊
書
と
卯
簿
)

が
あ
っ
て
、
戸
肢
の
推
牧
に
よ
っ
て
生
計
主
立
て
主
ゐ
る
か
ち
、
「
清
費
地
国
国
」
の
由
民
胞
に
際
し
て
も
、
種
々
白
賠
よ
り
一
事
K
彼
等

の
奈
部
を
排
除
す
る
こ
と
は
向
来
な
か
っ
た
。
法
K
於
て
先
づ
「
土
地
移
牌
推
牧
過
戸
暫
行
規
則
L

を
公
布
し
て
、
営
分
推
牧
は
醤

来
の
卯
書
た
り
し
各
部
闘
の
推
牧
民
を
利
用
し
て
之
を
取
抜
は
し
め
る
と
と
L
し
た
が
、
戸
程
推
牧
の
際
に
は
、
随
時
政
府

ι報
告

し
て
、
土
地
移
伸
週
一
ド
詮
に
燃
印
を
押
し
て
も
ら
は
在
け
れ
ば
、
技
力
を
生
じ
紅
い
こ
と
h

し
た
。
同
時
K
土
地

2
目
耳
目
貝
、
継
承
、

相
績
、
婚
典
、
遺
冊
畑
、
モ
の
他
法
律
に
操
て
士
地
所
有
械
を
取
得
す
る
者
は
、
本
規
則

ι嫁
て
過
戸
(
名
義
詐
換
)
を
申
請
す
る
こ
と

と
し
、
と
り
・
申
請
書
は
腕
政
府
で
印
刷
し
て
各
推
牧
員
に
交
付
す
る
と
と
h

し
た
。

然
る
に
蘭
絡
の
「
清
賓
地
糧
」
の
完
成
に
伴
ひ
、
h

知
山
鱗
情
も
低
地
師
戸
冊
も
整
備
し
、
土
日
日
卯
書
の
所
有
し
た
隈
簿
の
杢
怖
が
政

府
の
手
に
蹄
し
も
仏
の
で
、
新
に
「
移
輔
土
地
推
牧
戸
程
規
則
」
を
制
定
し
、
之
に
よ
ヲ
て
卯
吉
を
根
本
的
に
革
除
し
、
コ
卜
一
一
今
年
七

月
か
ら
人
民
の
土
地
移
祢
は
直
接
照
政
的
で
庭
現
ず
る
と
と
、
し
た
。

印
ち
賢
貝
、
縫
承
、
桐
縦
そ
心
他
で
、
土
地
移
陣
契
約
の
成
立
し
た
と
き
は
、
新
荏
業
ト
に
は
郷
鎮
長
、
推
牧
目
立
合

U
F
に
、
所

定
の
過
戸
雲
市
清
書
に
所
定
一
明
羽
を
記
入
し
、
割
弱
成
主
性
六
ヶ
月
内
に
、

移
陣
地
心
葎
土
地
管
葉
市
(
地
券
)
そ
白
他
移
特
詮
件

を
添
付
し
、
過
戸
換
誰
子
続
費
毎
低
二
角
を
添
へ
て
、
所
轄
推
牧
虎
に
名
義
の
書
換
を
申
請
す
る
。
推
牧
虚
で
は
た
づ
査
叶
員
が
巾

請
書
主
事
帳
と
出
4

合
し
て
設
の
有
無
を
検

L
、
更
に
換
諮
M
H
が
移
林
地
管
業
詮
を
限
簿
と
間
'
合
し
、
何
れ
も
相
違
が
無
け
れ
ば
、
名

義
白
書
換
を
た
し
、
新
業
主
に
は
新
士
地
管
業
詮
を
交
付
す
る
順
序
と
た
旬
。

支
那
山
一
回
賦
整
理

事一
4
1

十

主

巷

七
丘

第

娩

え三

申請書の記載事項は、 (1) :i!r岱業主の京税戸名、員貫性名、住所、年帥、本
籍地、共有地なれば共有人の仇名その仙、 (2) 移蒋地の都岡、宇娘、融分、
唱落、(，)産植の所有別(公有私有共有)、 (4)産構帯轄の期日及び開|吋 (5)
其の他申告すへき事項。
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支
那
の
同
賦
整
理

第
五
寸
三
巻

七
/、

第

披

戸、

五

第一一一期
D
事
業
第
三
期
心
事
業
は
(
ご
士
地
管
業
読
の
頒
夜
、
三
乙
升
課
の
耕
理
、
(
二
一
)
土
地
糾
紛
白
調
停
等
で
あ
る
。

( 

) 

土
地
管
業
誰
の
頒
毅

土
地
清
査
の

H
的
は
甚
だ
多
い
が
、

人
民
心
産
構
(
十
地
所
有
権
)
の
確
定
も
共
の
一
で
あ
る
。
そ

こ
で
繭
絡
で
は
ゴ
地
清
水
ー
が
完
了
し
、
鱗
冊
及
び
腕
戸
冊
白
編
浩
完
成
後
、
各
業
十
七
を
し
て
湾
有
の
執
業
説
明
書
械
を
提
山
川
せ
し
ム
、

鱗
聞
及
び
師
戸
冊
と
封
間
山
、
知
除
の
上
、
新
に
士
地
管
業
詮
(
地
穿
)
を
ド
付
す
る
こ
L
E
と
し
介
。

而
し
て
此
の
際
、
毎
一
既
琉
の
土

地
に
削
し
て
管
業
設
一
枚
づ

h
E交
付
す
る
ご
低
一
詮
」
主
義
量
採
る
と
と
に
よ
っ
て
、
各
業
棋
を
保
障
し
、
日
つ
土
地
白
山
批
賓

重
責
、
漏
枕
、
漏
艇
の
弊
を
排
除
す
る
と
と
ι
為
し
た
。

と
心
作
業
設
刑
宇
片
(
カ
ー
ド
)
紙
は
三
聯
式
と
し

一
聯
に
は
鱗
川
山
字
競

台
業
誰
抗
数
、
制
詮
業
主
姓
名
そ
の
他
を
記
入
し
、
成
加
に
装
訂
し
て
伺
詮
時
の
錯
誤
を
賓
針
す
る
に
使
せ
し
め
る
。
第
二
聯
上
卜
片

に
は
業
主
の
姓
名
、
佐
所
、
畝
分
、
地
別
、
坐
落
等
々
を
記
入
し
て
、
保
存
し
、
地
樺
に
移
動
が
あ
れ
ば
、
こ
の
ド
ド
け
を
も
史
換
す

る
。
第
三
聯
は
士
地
管
業
詮
と
す
る
ロ

こ
D
F
1
地
管
業
設
は
仙
川
自
給
の
誇
明
書
嫁
に
し
て
、
産
権
伊
保
障
す
る
品
武
力
が
あ
る
。
従
う
て
土
地
管
業
誰
心
無
い
土
地
は
、
無

十
半
無
糧
の
地
と
汗
倣
苫
れ
る
。
而
し
て

k
地
管
業
設
の
発
給
後
に
、
産
棋
を
移
押
す
る
に
は
、
そ
の
土
地
の
管
業
誇
に
賓
買
契
約
書
.

権
収
申
請
書
を
添
付
し
て
、
推
牧
市
蝿
に
名
義
白
書
換
を
請
求
七
、
新
管
業
詮
白
下
付
を
受
〈
る
も
の
と
ナ
る
。
問
中
ー
に
土
地
管
業
誇

は
曲
一
件
同
又
は
択
押
品
と
な
し
得
る
か
ら
、
之
に
よ
っ
て
不
動
産
を
資
金
化
し
、
農
村
資
金
の
洞
泌
を
防
止
す
る
奴
力
を
持
つ
。

こ
白
管
業
誇
心
交
付
に
は
、
指
定
期
間
内
は
そ
の
子
績
費
ル
一

L
T
一
喧
に
つ
き
三
分
を
徴
収
す
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
期
間
経
過
後

は
次
第
に
之
を
引
上
げ
て
最
後
に
一
世
二
角
と
す
る
と
と
に
土
つ
で
、
人
民
に
成
る
べ
く

V
く
管
業
誇
を
取
得
せ
し
め
る
や
う
工
夫

し
、
ま
た
乙
の
鴎
め
に
は
旧
制
よ
り
各
郷
同
盟
校
長
、
推
牧
民
及
刊
一
般
人
民
に
剖
し
て
訓
話
を
奥
へ
た
。
之
に
よ
っ
て
一
一
十
二
年
末
迄

前掲、情査地極紀要、 間五百乃至一八O頁。
との執業持I見書憾の不完全なる土地については、その四方の隣接地の隣保内
保謹書、信用確1~なる向柿ゐその他の公IË人士、或ほ k地町1c地り抑損益所
の保謹書を添加して、管業諮の護給を申請することが向車る。但L後日業構
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に
金
臓
の
巾
請
受
詮
者
は
既
に
七
十
一
高
六
千
九
百
九
十
六
抵
抗
、
即
ち
総
数
の
九
十
%
以
上
に
注
し
穴
。

升
謙
の
耕
現

川
川
地
向
戸
川
山
の
編
迭
に
際
し
、
有
主
無
根
、
無
十
-
無
恨
の
土
地
は
、
そ
の
所
属
都
闘
の
附
尾
に
一
々
之
を

記
録
し
、
ま
た
短
多
地
少
、
根
少
地
多
(
溢
管
地
)
の
士
地
は
、
各
推
牧
民
を
し
て
冊
中
心
備
考
欄
に
之
を
記
入
せ
し
め
、
升
謀
、
総

一
定
期
限
内
に
共
白
業
ー
を
し
て
升
課
申
請
書
に
隣
地
業
主

先
に
使
せ
し
め
た
。
印
私

J

央
猿
地
(
無
粧
地
)
、
溢
管
地
に
つ
い
て
は
、

M
却

の
保
詮
書
と
本
年
納
付
す
ベ
吉
田
賦
ム
」
を
添
付
し
て
、
推
牧
慮
に
升
課
を
申
請
せ
し
め
る
乙
と
、
し
た
。
推
収
出
胞
は
其
の
申
請
書
を

検
討
し
て
誤
が
友
け
れ
ば
、
十
円
間
公
告
し
、
異
議
D
中
京
て
な
き
と
き
は
、
升
諜
登
記
簿
に
最
録
し
、
申
請
者
に
は
土
地
管
業
詩

刊

を
内
吋
官
給
す
る
。
升
課
の
申
請
に
際
し
、
丈
量
を
必
要
と
す
る
と
き
は
一
定
の
丈
量
費
主
徴
牧
す
る
。
二
十
一
一
年
末
迄
に
申
請
升
課
し

た
七
地
は
、
計
六
百
六
十
一
世
琉
(
筆
致
)
に
迭
し

h
。

士
地
糾
紛
の
調
解

従
前
卯
書
が

k
地
移
仰
の
名
義
書
換
を
捨
営
し
亡
ゐ
た
時
代
に
は
、
事
院
の
不
完
備
や
卯
書
の
不
十
什

行
潟
か
ら
多
く
の
土
地
紛
議
が
起
っ
た
。
然
る
に
今
岡
地
籍
。
整
理
が
完
了
し
、

一
抵
毎
に
一
枚
の
管
業
詮
が
下
付
さ
れ
、
地
権
が

確
定
し
た
が
、
こ
の
際
に
も
此
白
地
構
の
師
腐
に
閥
し
紛
議
の
設
生
す
る
こ
と
を
免
れ
な
か
っ
た
c

悲
に
土
地
糾
紛
制
停
制
度
の
梓

立
を
必
要
企
し
た
。
即
ち
一
白
土
地
糾
紛
の
務
生
す
る
揚
八
口
に
は
、
党
づ
そ
の
地
の
郷
鎮
長
、
推
牧
員
が
系
争
地
は
何
人
が
之
を
耕

詰
問
す
る
か
、
或
は
何
人
が
牧
租
(
小
作
科
目
頂
得
)
す
る
か
、
モ
の
年
限
は
幾
何
か
、
曾
て
該
仁
地
に
糾
紛
が
起
っ
た
乙
と
が
あ
る
か
、

今
岡
の
糾
紛
白
隠
川
川
は
何
出
胞
に
る
る
か
を
詳
細
調
脊
一
し
、
必
要
あ
る
と
き
は
、
減
員
し
て
貨
地
に
つ
苦
調
脊
一
丈
一
荒
せ
し
め
る
。
而
し

て
調
停
は
先
づ
郷
鍵
抑
制
叶
委
員
合
で
賞
際
の
事
情
に
府
し
で
し
公
干
に
之
を
虚
迎
ナ
る
。
占
之
で
調
停
の
成
立
し
た
い
と
き
は
同
調
解
委

間
合
白
調
停
に
附
す
る
。
之
が
無
殺
怠
る
と
き
は
燦
政
府
に
常
事
者
愛
方
及
び
閥
係
人
を
集
め
て
調
停
す
る
。
と
れ
で
も
調
停
が
成

立
し
左
い
と
き
は
、
牒
政
府
が
歴
年
白
山
川
け
業
情
況
に
服
し
て
裁
決
し
、
法
院
D
認
可
決
定
を
倹
っ
て
確
定
す
る
と
1
F
ι

為
し
た
。

支
那
の
同
賦
整
理

第
五
十
一
一
一
巻

七
七

害事

畳足

九

に疑出生ピ、文は糾掛が起った主きは、保謹人は一旦 F付芦れた替業誇決直
挫する毒務を負五、。
前掲、情査地主畳和要、二三O頁乃至三C七頁。
本年度の岡賦を納付すれば宜 L(、既往には籾らない。

2月)
26) 



支
那
白
田
賦
整
理

第
五
十
一
一
一
巻

O 

一
七
八

第

銃

ー，、

上
述
せ
る
底
に
よ
っ
て
、
蘭
鋳
肺
明
白
地
糠
の
清
宥
一
が
完
了

L
.
魚
鱗
川
山
蛇
に
抵
地
師
戸
冊
の
整
備
に
ょ
っ

τ
、
一地
L

、
「
根
一
、

一
名
」
の
一
一
一
者
を
叫
制
服
符
合
せ
し
め
得
る
己
と
L
友
り
、
同
時
に
推
牧
制
度
の
確
げ
A

、
土
地
管
業
設
の
頒
獲
に
よ
っ
て
、
地
権
争
椛
保

L
、
数
百
年
に
疋
る
地
根
の
一
積
狩
を
除
去
し
、
人
民
の
負
拾
を
公
平
な
ら
し
め
た
。
に
の
地
籍
整
理
に
よ
っ
て
、
整
理
前
に
は
1
H
4
l

六
前
向
四
千
七
百
間
十
一
畝
で
あ
っ
た
蘭
鋳
白
地
畝
は
、
整
理
後
に
は
百
十
七
高
八
千
七
十
九
畝
と
な
り
、

一
高
三
千
三
百
三
十
八
畝

の
哨
加
を
来
L
、
ま
た
雄
一
現
前
(
二
十
一
年
)
に
は
十
寓
三
千
二
百
七
十
六
泥
で
あ
っ
た
閏
賦
額
が
整
理
後
(
二
十
三
年
)
に
は
二
十
五
寓

到

一
疋
と
た
り
、
十
四
高
六
千
七
百
一
一
十
四
元
の
榊
加
を
見
る
と
と
、
な
っ
た
。

同
時
に
悶
賦
制
度
に
就
い
で
も
、
更
に
改
草
を
加
へ
る
己
と
L
し
た
。
印
ち
第
一
は
催
徴
制
度
の
改
善
で
あ
る
。
郎
ち
全
販
の
地

糧
の
清
賓
完
成
後
に
於
て
は
、
土
地
D
坐
得
、
業
主
の
良
質
姓
名
、
住
所
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
h
な
っ
た
か
ら
、

問
賦
の
僻
徴
は
何

人
が
之
を
権
賞
す
る
も
、
士
日

H
D
積
弊
腕
規
は
、
之
を
根
本
的
に
排
除

L
得
る
こ
と
ミ
た
っ
た
。
放
に
二
十
三
年
度
上
り
杢
牒
の
経

徴
人
た
る
卯
縛
を
廃
止
し
、
別
に
催
徴
nn.
催
徴
警
を
各
都
聞
に
派
遣
し
て
、
納
税
の
仔
促
に
諮
ら
し
め
、
人
民
は
直
提
櫛
(
牒
の
徴
措

鹿
ィ
に
到
っ
て
納
税
し
で
領
串
(
制
壮
読
を
受
取
る
)
す
る
己
と
与
し
た
。
か
く
て
催
牧
員
、
催
徴
警
は
阜
に
納
税
の
督
促
を
友
す
の
み
で
、

徴
税
を
左
し
得
な
い
こ
と
、

L
、
以
て
巾
飽
の
弊
の
生
や
る
こ
と
を
防
止
し
た
n

更
に
人
民
の
納
叫
叫
に
仰
す
る
た
め
勝
城
に
綿
摘
も
グ
一

設
け
る
外
に
、
郷
に
八
町
梢
計
八
!
庭
を
置
い
た
。

第
二
に
徴
税
む
冊
吊
(
徴
税
雄
主
制
耽
諦
)
を
改
善
し
た
。
即
ち
ご
十
三
年
度
か
ら
玩
地
師
戸
冊
を
般
協
と
し
て
、
征
冊
、
旧
制
巾
を
編

治
し
、
正
冊
も
ま
た
戸
を
N
M

て
低
を
倒
せ
し
め
、

一
議
戸
白
所
有
地
は
低
二
筆
地
)
に
分
っ
て
列
鼎
し
、
抵
の
畝
数
に
照
し
て
税
制
問

を
計
算
し
、
業
戸
毎
に
税
額

E
集
計
す
る
こ
と
i
h

し
た
。
ま
た
桓
出
は
抵
ん
憶
に
設
給
ず
る
こ
と
、
し
て
、
土
地
管
業
詮
と
針
服
す
る

この丈主主費は市地は毎畝 ヲi;，Jes地は毎畝圭角、田は毎放五角、山は毎畝ご角
塘は持就二角と L、服城を去るこ ξ三十旦以上の土地に封Lては別に出張旗
費一元を徴枕するロ
前掲、情宜地栂手己畳、三OA頁乃乃重三二凹頁。
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に
使
せ
し
め
た
。
而
し
て
通
知
車
(
納
税
調
青
葉
)
は
戸
毎
忙
護
給
し
て
手
数
を
省
く
こ
と
ι
為
し
た
。
か
く
て
祈
、
課
税
物
件
た
る
土

地
、
納
税
人
の
三
者
自
闘
係
が
桜
め
て
明
白
と
た
っ
た
。

第
三
に
は
課
税
の
本
位
を
愛
更
し
た
る
こ
と
で
あ
る
。
帥
ち
従
来
は
冊
市
所
載
の
銀
米
を
以
て
課
税
の
本
枕
と
し
た
。
然
る
に
七

地
清
賓
の
完
了
忙
よ
っ
て
、
各
業
主
D
所
有
畝
分
が
明
白
と
在
っ
た
か
ら
、
二
十
コ
一
年
度
か
ら
、
地
積
を
以
て
税
本
と
た
し
、
原
有

凶
刊

の
銀
米
本
山
帆
を
廃
止
し
、
納
税
額
は
妊
畝
と
等
級
と
に
惟
じ
て
貨
幣
を
以
て
表
一
不
ず
る
金
納
制
に
改
め
た
。

か
〈
て
繭
諮
問
脚
白
地
籍
及
び
同
賦
の
整
理
は
、

一
種
白
治
根
方
法
た
る
「
清
交
地
積
」
に
よ
っ
て
、
少
額
の
経
費
を
以
て
、
相
営

の
成
結
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
。
併
し
蘭
籍
と
晃
一
程
り
、
柄
迭
す
べ
き
葎
冊
の
金
〈
散
失
し
議
し
て
ゐ
る
慮
で
は
、
別
白
整
理
方
法

(
情
丈
又
は
土
地
陣
報
)
を
必
要
と
す
る
の

今
や
北
支
に
於
て
も
中
支
に
於
て
も
、
地
籍
及
び
日
賦
の
整
理
を
賀
施
し
て
‘
地
方
財
政
及
び
農
村
粧
済
の
整
備
硝
立
に
資
す
る

と
と
を
緊
要
と
す
る
に
際
し
、
設
で
は
視
古
知
新
の
意
味
よ
り
し
て
蘭
諮
問
胴
白
「
精
査
地
糧
」
に
つ
い
て
論
及
し
た
女
第
で
あ
る
。
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